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1． KM −8500の 特徴

　  溶血防 lllの た め T ．　 M ．　 P ，が 上 昇 した 場合， 自動

的に血漿分離量 を低下 させ る．

　  血漿 の 瞬時流 駐 お よ び積算眠 を デ ジ タル 表示 す る ．

　  血漿 の lflL漿成分分画器 か らの 廃棄量 は，流入量 の

3〔1％ 以 ドで 任意 に 設定 で き る．

　  フ ィ ル ター類 や 回路 は，グ ラ フ ィ ツ ク ・パ ネ ル E

に 簡単に セ ッ トで き る．

　  ヘ パ リン ・ポ ン プ，気泡感知器 な ど血漿交換療法

の 施行 に 必要 な 装 置 を 備 え て い る．

　  二 重膜濾過法，単純ill［漿 交換法 ，
　 lfl［液吸着療法 な

ど の 施行 に 使用 で き る．

　  オート連転 と マ ニ ュ ア ル 運転 の 切 り替えが 可能で

あ る．

2．操作パ ネル の 名称 と機能

　図 1 は KM −8i）OO の 正面全体 写真 を示 す．図 1で は

操作パ ネ ル が見 に くい の で そ の 拡大 図 を 図 2 に 示 す ．

以
．
ドに は 各部 の 名称 と機能を 記述す る．

　   POWER ス イ ッ チ （電 源 ス イ ッ チ ） ： 電 源

ON −OFF ス イ ッ チ で あ る．誤操作防止 カ バ ーが 付 い て

い るの で カ バ ーを開け て操作す る．通電時 は ラ ン プ が

点灯す る．

　  START ス イ ッ チ （ス タ
ー

ト・ス イ ッ チ ） ：ス イ

ッ チ を押 す と血液，血漿分離，血漿廃棄ポ ン プ の 全 ポ

ン プ が 運転 可能 と な り緑色 の ラ ン プ が 点灯 す る ．警報

発生時 の 再 ス タートス イ ッ チ も兼ね る．

　  STOP ス イ ッ チ （ス ト ッ プ ス イ ッ チ〉 ： ス イ ッ チ

　 キー
ワ
ード ：ダ ブ ル フ ィ ル 1・レ

ー一
シ ョ ン モ ニ タ

ーKM 　85｛lll

（KM 　85〔〕の，オ
ー

ト運転 （automatic 　operation ），単純 皿 漿 交

換 法 （plasma 　 exchange ；PE），二 重 膜濾 過法 （d〔，unle 　fi［tra．

tion　 plasmaplleresis ； DFPP ），1飢液 吸着療 法 （direct　hem 〔，
．

perfusi・ n ）．

を押 す と全 ポ ン プ が 停止 し ， 赤色の ラ ン プ が点灯 する．

警報発生時 に も STOP ラ ン プ が 点灯 す る．

　  MUTE ス イ ッ チ （消音ス イ ッ チ） ：警報音，治療

終 r時の メ ロ デ ィ
ー音が ス イ ッ チ を 押 せ ば 消音 で き る．

　  AIR 　 I）ETECTOR 　 ON ス イ ッ チ （気泡検知 器f乍

動 ス イ ッ チ ） ：ス イ ッ チ を押 し黄 色 の ラ ン プ が 点 灯時

に 気泡検知機能 が 働 く．消灯時に は 気泡検知機能 は働

か ない ．

　  AUTO ス イ ッ チ （自動 ス イ ッ チ） ：マ ニ ュ ア ル 運

転 と オート運転の 切 り替 え ス イ ッ チ．緑色 の ラ ン プ が

点灯時オート運転 となる．オ ート運転時の モ ード に つ

い て は後述 す る．

斑 嘱 婁：
鑁 ・簸 噂 環．
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プ ラ ズ マ 抜 ．双圧

［ ：二 ］

　 2 次膜圧

［＝：＝コ

　 　 　 　　 　

　　［＝：：コ
ロ 終 丁

口
鋤

ドレ イ ン 済こ景
．

［三］
　　○ 　　・

ドレ イン 流量 設定

，レ ， ．蠧

ロ
プ ラ ズマ 積算計

　 プ ラ ズ マ 流 量

■
　　0
ブ ラ ズ マ 漉量設 定

プ ラ ズ マ ポ ン
ー

動脈圧

静脈 圧

気泡検知

ビ ロ
ー

プ ラ ズ マ 抜 取圧

2次膜 圧

TMP

　 動脈圧

＝
　 静脈圧

［ ＝
消 音 　ス ター一ト

ロ　ロ

プ ラ ズ マ 流量低
一
卜不能

　 　 　 　 　 　 　 　 血 　 ft量
　 　 　 　 気 泡検 知

　　　　回

　　・　　 ○
　 　 　 　 　 　 　 血液流量設 定

図 22KM ・8500操 作パ ネル

　  ARTEAL 　PRESSURE （動脈圧計） ：膜型血漿分

画器の 血液入 口 側 の 圧力 を表示す る．．上 下限警報共 に

任意 の 設定が可能 で あ る．赤指針 で 上限 ， 緑指針 で 下

限警報を設定す る （以下圧力計 に つ い て は同様に 上 下

限警報 を設定 す る ）．

　  VENOUS 　PRESSURE （静脈圧計） ：膜型血漿分

画器 の 血液出口 側の 圧力 を表 示 す る．

　  FILTRATE 　PRESSURE （プ ラ ズ マ 抜取圧）：膜

型血漿分画器 の 濾過血漿側 の 圧力 を表示 す る．

　  2nd 　 FILTER 　 PRESSURE ）

（2 次膜入 口 圧計） ：膜型血漿成分分画器 の 入 口 側圧力

を指示 す る．

  T ．M ．　 P．（AVE 〜MAX ）切 り替 え ス イ ッ チ ：

MAX ．　 T ．　 M ．　 P．と AVE ．　 T．　 M ．　 P．の 切 り替え

ス イ ッ チ で あ る．

　  TRANS 　MEMBRANE 　PRESSURE （T ．　M ．　P．
膜 間圧力差計〉 ：AVE ．　 T ．　 M ．　 P．＝ ・ （Pa＋ Pv ）／2
− Pf ；MAX ．　 T ．　 M ．　 P．；Pa − Pf．　 Pa，動脈圧 ；

Pv ，静脈圧 ；Pf， 濾 過 圧．以 ヒの 式 で求め た 圧力 を指

示す る．

　  BLOOD 　FLOW 　SET （血液流量設定），  

BLOOD 　 FLOW 　 RATE （血液流量計），23　BLOOD

PUMP （血液ポ ン プ ） ：  の 血液流量設定 つ まみ で 23
の 血液 ポ ン プ の 回転を制御 し その 血液流量 が  に デ ジ

タ ル 表示 さ れ る．設定可能範囲 は 0〜2〔｝O　ml ／min で あ

る．
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　  PLASMA 　FLOW 　SET （血漿流量設定）， 

PLASMA 　 FLOW 　 RATE （血漿 流量計），
24　PLAS −

MA 　PUMP （血漿分離ポ ン プ） ：血液ポ ン プ の 機能 と

同様 で あ る が ，マ ニ ュ ア ル 運転時 の 設 定可能範 囲 は

0〜50ml ／min で あ る．

　  DRAIN 　 FLOW 　 SET （廃棄血漿流量設定）， 

DRAIN 　 FLOW 　 RATE （廃棄血漿流量計） ：25

DRAIN 　PUMP （血漿廃棄ポ ン プ）血 液 ポ ン プ の 機能

と 同様で あ る が ，
マ ニ ュ ア ル 運転時の設定可能範 囲は

0〜15ml ！min で あ る．

　  PLASMA 　COUNTER （処理血漿量積算計） ：血

漿処理 量 を積算す る．積算総量 は 0〜9 ，999m1 で あ る．

カ ウ ン ター
下 の ダイ ア ル を予 め所定 の 血漿処理量 に 設

定 し て お け ば，そ の 値 に 血漿処理 量 が 到達 した時 ， 緑

色 の FIN ラ ン プ （  終了表示 ラ ン プ ）が 点灯 し，メ ロ

デ ィ
ーが 吹鳴 し終了 の 合図 とな る．血漿分離開始時 に

は ， 処理血漿量積算値をカ ウ ン タ
ー

左．ヒの リセ ッ トボ

タ ン を 押 して
”
0
”

に す る．リセ ッ トボ タ ン は 不用意に

リセ ッ トさ れ な い よ うプ ロ テ ク トが か け ら れ る．

　  B．P．〜P．　P．　CONNECT （血液ポ ン プ ・血漿

分離 ポ ン プ連動表 示 ラ ン プ ） ：オ
ー

ト運転時，緑色の

ラ ン プ が 点灯 し血液ポ ン プ と血漿分離 ポ ン プが 連動す

る．血液流量 と血漿流量 の 比率は PLASMA 　FLOW

SET （  〉の 設 定 に よ り最大 10 ：4 の 比率で 連動す る．

　  P．P．〜D ．　P．　CONNECT （血 漿分離ポ ン プ ・

血 漿廃棄 ポ ン プ連動表示 ラ ン プ ） オ ート運転時，黄色
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の ラ ン プ が 点灯 し血漿分離ポ ン プ と血漿廃棄 ポ ン プ が

連動す る．血漿流量 と廃棄血漿流量の 比率は DRAIN

FLOW 　SET （  ）の 設定 に よ り最 大 10：3 の 比率 で 連

動す る．

3． 異常発生時 の装置 の 制御

　KM −8500の 異常発生 時 の 警 報 ラ ン プ は 血 液関係

（赤色 ） と血漿関係 （黄色） に 分類さ れ ， 操作パ ネ ル の

ほ ぼ 中央 に 位置 し て い る．以 下 に は警報種類 と 異常発

生時 の 制御 に つ い て列挙す る．

　3．1 血液関係 （赤色，警報音ピ ン ポ ン ）

　  ARTERIAL 　PRESS （動脈圧 ） ：異常発生時に は ，

赤色の ARTERIAL 　PRESS と STOP ラ ン プ が 点灯

し ， 警報音 に て 異常を知 ら せ る．そ の時の装置の 制御

は 血液ポ ン プ
， 血 漿分離 ポ ン プ

， 血漿廃棄ポ ン プ の 全

て の ボ ン プ が 停 止 す る．

　  VENOUS 　PRESS （静脈圧）：VENOUS 　 PRESS

と STOP ラ ン プが点灯 し， 警報音 に て 知 らせ る．装置

の 制御は動脈圧 と同様で あ る．

　  AIR 　DETECT （気泡検知器）：静脈ラ イ ン へ の 気

泡 の 混入 を監視す る．AIR 　DETECT 　ON の ス イ ッ チ

の 黄色 の ラ ン プ を常時点灯 に し て お く．消灯時 に は気

泡検知機能は作動し な い ．静脈 ラ イ ン へ の 気泡混入時

に は AIR 　DETECT ，
　 STOP ラ ン プ が点灯，警報音 に

図 3　KM ・8500右 側面 図

一
一一．

　 　 　 ＼
＼

　　　表 1

異常 内容

＼

イ ン ターロ ッ ク ・チ ャ
ート （AUTO ，マ ニ ュ ア ル 共通 ）

脈

異

動

圧

常 平⊥
気 泡 1 脱 血

　 　 　 不 良

警報音
警 報 1 （ピ ン ポ ン ・ピ ン ポ

　　　 ン
…
）

ARTERIAL 　 PRESS 点 灯

警
1VENOUS

　PRESS 点幻　　　　　一
AIR 　DETECT 点灯

PILLOWFILTRET

　 PRESS

報

ラ

ン

プ

ー

一一

2nd　 F 　 PRESS

TRANS 　 M 　 PRESS

．≒
DECREASE 　 UNABLE

START ラ ン プ
　一尸
STOP ラ ン プ 点幻 点 灯 点 灯

血 液 ラ ン プ 停止 停 止 停 止
　一
プ ラ ズマ ボ ン ブ 停止 停止 停 止

ド レ イン ポ ン プ 停止 停止 停 止

ピ ン チ バ ル ブ 閉 止

FIN

点 灯

過

異

濾

圧

常

血 液ポ

ン プ カ

バ ー開

警報 2（チ ・チ ・チ ・チ
…

）

点灯

点蚕」

止

止

停

停

点灯

点灯

止

止

停

停

熹灯

実点

肚

莊

点灯

点灯

　 　 　 停止

停止 　 停止

停 止　 停止

プ ラズ

マ ポ ン

プ カ バ

ー　 開

止

止

停

停

ドレ イ

ン ポ ン

プ カ バ

ー　 開

止

止

停

停

プ ラ ズ

マ 抜取

量 到達

ロ

イ

メ

デ
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て 知 らせ る．制御 は気 泡検知器直
．
ドの ピ ン チバ ル ブ が

閉 llllし以 下 は動脈圧異常発生時と同様 で あ る．

　  脱血不 良 （PILLOW 　SENSOR ） ：装置右側 面 に

あ る PILLOW 　 SENSOR 部 （図 3）に ［血液同路 の ピ ロ

ー
をセ ッ ト し，ス イ ッ チ を入 1

’
L る こ とに よ り内臓 の マ

イ ク ロ ス イ ッ チ が 4秒以 上 作動 しな い と き に警報音を

発 し PILLOW の ラ ン プ の み が点灯す る ．異常 発生時

に 血液ポ ン プ の 停 止 な ど の 制御は さ れ な い の で 敏速 な

処置が 必 要で あ る．

　3．2　血漿関係 （黄色，警報 音チ ・チ
・・チ）

　  FILTRATE 　 PRESS （th漿 分離 圧 ）

　  2nd 　 FILTER 　PRESS （2次膜圧〉

　  TRANS 　 M ．　PRESS （T ，　 M ．　 P．）

　  DECREASE 　UNABLE （血漿流量低 F不能）：血

漿関係 の 異常発生時 は 制御 は 全 て 同様で あ り，各 々 の

警報 ラ ン プ と STOP ラ ン プ が 点灯 し血漿分離ポ ン プ

と血漿廃棄 ポ ン プが停 【ヒす る （表 1 に 警報 ラ ン プ とそ

の 機能 を記 した イ ン ターロ ッ ク ・チ ャ
ー

ト を提示 す

る）．

　し か し ， オー
トモ

ー
ドの種類 に よ っ て 若干制御 が 異

な る の で オ ートモ ードの 機能 に つ い て 次 に 詳細 を記述

す る．

・
一

略 ○

TMP 警報　　OFF （）ON

○　 ［ ：：］　 0
6 ．　6 Φ　　　　　　　　　3．　、い 工

　 　 　曲  蔓チ ．」　一』プ丁丸r〒圭

1 〜 9

4． オ
ー

トモ
ー

ド各モ ードに お ける連動機能

．10 〔〕
−50 〔〕

一1 〔｝ 0 ・．300

　左側面設定ボ ッ ク ス 内 の ド方 に あ る の が モ
ード切 り

替 え ス イ ッ チ で あ る （図 4）．

　  モ
ー

ド 1 ： モ ード 1の 設定 で は 血液ポ ン プ は 独立

で 作動 し， 血漿 ポ ン プ と血漿廃棄 ポ ン プ は連動す る．

FILTRATE 　 PRESS （血 漿 分 離 圧 ） 下 限圧 ， 2nd

FILTER 　PRESS （2次膜圧） E 限圧，　 TRANS 　 M ．

PRESS （T ，　M ．　P．）上限圧 の 設定範囲 を は ずれ る と ，

血漿分離ポ ン プ と血漿廃棄 ポ ン プ がその 比 を保ち な が

ら流量 が 低
一
ドす る．設定範囲 を は ず れ た 圧 力が 設定範

囲内 に 入る とその 時点 の 流量 を 維持 する．

　  モ ード 2 ：モ
ー

ド2 の 場合は血液 ポ ン プ
， 血漿分

離ポ ン プ ， 血漿廃棄 ポ ン プ の 全 て の ポ ン プ が連動す る．

FILTRATE 　　PRESS （プ ラ ズ マ 抜取圧 ）下限圧，

TRANS 　M ．　PRESS （T ．　 M ．　 P．）上限圧 の 設定範囲

を は ず れ る と血漿分離ポ ン プ と血漿廃棄 ポ ン プが そ の

比 を保ち な が ら流量が低下す る。圧力 が 設定範囲内 に

入 る と そ の 時点 の 流量 を維持 す る ．2　nd 　FILTER
PRESS （2 次膜入 口圧）上限 E の 設定範 開を はずれ る

と，血漿廃棄ポ ン プ が約 15ml ／min で 回転す る．（2次

膜 ブ ラ ッ シ ン グ機能）圧力が 設定範囲内 に 入 る と，元

384

100 ・tp〔｝o

1 − 3

図 4KM −8500左 側面 設定ボ ッ クス

の 設定流 量に 戻 る．

　  モ ード 3 ：モ ード 3 の 設 定 は 腹水濾過濃縮再 静注

法 を施行す る と きの 専用 モ ードで あ る．血液 ポ ン プ は

独立 で 動作 し，血 漿分離ポ ン プ と血漿廃棄 ポ ン プ は連

動す る．

　各モ
ー

ドに お け る連動機能を表 2 に提示 した の で 参

照さ れ た い ．

5．各治療法 に お け る 自動運転時 の

　　　　操作方法 と留意点

　5．1 単純血漿交換法

　図 5 は KM 　8500 使用時 の 単純血 漿交換法の フ ロ ー

チ ャ
ー トで ある．以下 に は手技 とそ の 留意点 を記 述 す

る．

　  プ ラ イ ミ ン グ ・
洗浄 ：プ ラ イ ミ ン グ ・洗浄時 に は

マ ー＝ ユ ア ル モ ードで 使月1し，
ピ ロ ーセ ン サ ーと気 泡検

知器 は 「OFFI の 状態で 行う．

　プ ラ イ ミン グ 方法 は種々考え ら れ る が こ こ で は llll液

ポ ン プ を 主体 に 使用 して の 方法を記述 す る．

　1）血 漿分離器 を ホ ル ダーに ヒ ッ トず る．専月1回 路

日 本 ア フ ェ レ シ ス 学 会雑 誌 　14巻 3 琴 （19．　95）
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表 2 各 モ ードに お ける 連動機能

アユニ．マ

ル

　

1

ト

ご

」

一
オ

モ

オ
ー

ト

モ
ー

ド 2

オ ート

モ ード

　 ラ　 ン　 プ　表 　示

オ
＿

卜
Ip

，t）〜PPPP 〜DP
ラ ン プ 1ラ ン プ 　ラ ン プ．一 一

t
．一

　 　
．’

　　　 i

し口翼

1
つ

、ノ

　　」
流 量設定ダ イ ヤ ル
　　　」「

コ ン トロ ール ボ ッ ク ス 内の圧力設 定 ダ イ ヤル

B ［o 。dFlow 　 i
　 RatePlasma

　 Flow
　 　 Rate

Draill　 Flow
　 Ra しe　　　 「

MAX ，　 TMP 　 Filtrate
　　　　　　．
　 　 　 　 　 　

．
L （，w 　 Limit211d

　 Memb ．
High　Limit

血 液流 量 を設

定 す る。
（独立 ）

プ ラ ズ マ 抜 取

流 量 を 設 定 す

る．（独立）　
．

　i

排 液 流量 を 設

定す る ．
（独

．
の

血 液 流量 を 設

定 す る．
（独立 ）

プ ラ ズ マ 抜劇

流 量 を 設 定 す

る．（排液 流量

が 連 動 し て 変

化す る．）

．排液 流 量 ：プ

ラ ズ マ 抜取 流

量 の 比 を 設定

す る ．

設定範 囲 を外 れ る と，プ ラ ズ マ 抜取 流量 お

よび 排 液流量 が 比 を保 ち なが ら低下 す る．
（Decreasing ラ ン プ 点灯 ）

設定範 囲 内 に入 る と，そ の 時 点 の 流量 を 維

持 す る．　　　　　　　　尸　　　　」
血 液 流 量 を設

定 す る．（プ ラ

ズ マ 抜取流 量

と 排 液 流 量 が

連 動 して 変 化

す る．）

プ ラ ズ マ 抜取

流量 ：血 液 流

量 の 比 を設 定

す る．（排 液 流

量 が 連動 し て

変化 す る，）F

排 液 流 量 ：プ

ラ ズ マ 抜 取 流

滝 の 比 を 設定

す る．
幕難軅藤韓鵜
る ．（Decreasingラ ン プ 点 ilnl〆min に

灯）設 定範 囲内に 入 れ る と， i増大 す る ．
そ の 時点 の 流量 を維持す る．1

（Fklshing

］1⊥］1 　　 1
．．一一⊥一一一一一一一一．．

：ラ ン プ 点灯 ）

設 定 範 囲 に

入 る と
， も と

の 排液 流 量

Lに も ど る．

（闘｝

漣 過圧

し
血 鍛 分霞器

血液 ポ ン プ

（赤 ）

動脈匪

静脈圧

｛赤）　　　　　　 （青） ｛赤 》

ビ ロ ー

ヘ パ リ ン

ポ ン プ

（赤）

（青）

気泡険知器

ADV

　　図 5　単純血漿交換法フ ロ ーチ ャ
ート

冂 本ア ブ ・t レ シ ス 学 会雑誌 　14巻 3号 （1995）

（胄）
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図 6　動脈側回路 と血 漿 分離器 との 接続

〔KPE −35）の 動脈側 を ド リ ッ プ チ ャ ン バ ーを チ ャ ン バ

ーホ ル ダー
に ロ

ー
リン グチ ュ

ーブ を血液 ポ ン プ に 取 り

付 け る．

　※ ロ ーリ ン グ チ ュ
ーブ をポ ン プ に 取 り付 け る 際 に は ，

ロ ーラ ・一ポ ン プ の ク ラ ン プ レ バ ーを起 こ し ロ
ー

リン グ

チ ュ
ーブ を ロ ーラ ーと内壁 で 圧閉 した と こ ろ で ク ラ ン

プ レ バ ーを 倒す．

　2）輸液ラ イ ン を生理食塩液 （以 ド，生食）に接続 し，

患者接続部先 端 ま で 充填洗浄 す る．充垣洗浄が終了 し

た ら患者接続部付近 を ゴ ム 鉗子 で 閉止 す る．

　3） 血L液 ボ ン プ を 回転 させ ドリ ッ プ チ ャ ン バ ー
の

2／3程度まで 充填 した後，血漿分離器接続部ま で 充填

す る．回 路 内 に 気泡 の 混 入 が な い こ とを確認 し て 血漿

分離器動脈側と接続す る （図 6）．

　※ 血漿分離器 の ブ ラ ッ ドポー一ト部に気泡が あ る場 合

に は シ リ ン ジに て 生食を 注入 し気泡 を追 い 出 して か ら

接続す る．

　4）静脈 側 ドリ ッ プ チ ャ ン バ ー
を チ ャ ン バ ーホ ル ダ

ーに セ ッ ト し血漿分離器 出凵側と静脈側 回路 を接続す

る．血液ポ ン プ を 回転 さ せ ド 丿 ッ プ チ ャ ン バ ーの 2／3

程度 に 充填 した後 ， 静脈側回路 を充填洗浄す る （図 7の

様に血漿返却 ラ イ ン は ゴ ム 鉗子 で 閉止 す る ）．

　※ 血漿分離器 内 の気泡を ブ ラ ッ シ ン グ な ど を し て追

い 出す．

　5） 1 」程度の生食で 血漿分離器血液側の 洗浄 ， 気泡

386

図 7　静 脈 回路 と血 漿分離器 との 接 続 お よ び 血 液 側 回路 の 充
　 　 pa　・洗浄

の 除去 を行 っ た 後，血液 ポ ン プ を停止 し血漿分 eeZR血
液出 口側 と静脈側患者接続部付近 の 血液同路を ゴ ム 鉗

子で 閉止 す る．

冂本ア フ ェ レ シ ス 学 会雑 誌 　14巻 3 号 （1995）
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図 8　血 漿 分離器 と濾液側回路の接 続 お よび濾 液側 回路の 充嗔 ・洗 浄

　6）血漿分離器動脈側 を上 に し ，血 漿分離器内濾液側

の 充填液を排出す る．

l！iL漿 分離器 濾液側 と濾液 回 路，濾加圧測定ラ イ ン を接

続す る．

　 ※ 血漿分離 ポ ン プ に ロ
ーリ ン グチ ュ

ーブ は装着し な

い ．

　7）図 8 の 様 に 静脈 側 の ゴ ム 鉗子 は 閉止 し た ま ま，「血

液ポ ン プ を 回転さ せ 血漿分離器濾過側 に 牛食を 1／3程

度充填 し ， 濾過 圧 測定 ラ イ ン を接続 し濾液側 の 洗浄を

50〔｝m1 か ら ll の 牛食 で 行 う．

　8）濾過液 ・置換液 回路 の ロ ーリ ン グチ ュ
ーブ を 「血

漿分離 ポ ン プ に セ ッ トす る．輸液 ラ イ ン ， 置換液 ラ イ

ン を 5001nl〜1 〜の ヘ パ リ ン 添加生 理 食塩液 （以下，ヘ

パ リ ン 加生食） に接続す る．血漿分離器血液出 冂 側，

患者接続部付近 の 鉗子 を外 し， 血液 ポ ン プ （約 100

rnl／niin ），血漿分離 ポ ン プ （約 30　ml ／min ）を 同転さ せ

全体 の 洗浄 を行 う　（図 9）．

　9）置 換液回路の 生食が エ ア トラ ッ プ チ ャ ン バ ー接

続部 ま で きた ら血漿分離ポ ン プ を停止 し ， 静脈 側 ド リ

ッ プ チ ャ ン バ ーの 血漿 ラ イ ン と接続 し血漿 ラ イ ン の ゴ

ム 鉗ア を外 す ．再度 「虹漿分離 ポ ン プ を 回転 させ 洗浄を

行 う．

　10）洗浄が終了 したら各 ボ ン プ を停止 し ， 静脈側患

者接続部付近 ， 輸液 ラ イ ン を ゴ ム 鉗子 で 閉止す る．置

換液 ラ イ ン をヘ パ リ ン 加生食か ら所定 の 置換液 に 付け

替 え る ．処 理 血 漿量積算計 を リセ ッ トす る （図 10）．

　  治療開始お よ び治療 中

　1） ピ v 一セ ン サ ー
，

ヘ パ リ ン ス イ ッ チ ， オ
ー

トス イ

ッ チ，血漿処理量 の 設定を す る．

　2）確保 した 患者 の ブ ラ ッ ドア ク セ ス の 動脈側 と 回

路 の 動脈側接続部 を接続す る．動 ・静脈 回路 の ゴ ム 鉗

子 を外 し，血液ポ ン プ を 回転 さ せ 充填 し て あ るヘ パ リ

ン 加生食を流し 出す．

　※ 充填し て あ る ヘ パ リ ン 加 生 食の 流 し 出す 量 は 患者

の 状態 で 決定す る．

　3）ヘ パ リン 加生食を流 し終え た ら血液 ポ ン プ を停

止 し ， 静脈側回路患者接続部付近 を ゴ ム 鉗子 で閉止 し

ブ ラ ッ ドア ク セ ス 静脈側 と 接続 す る．血液回 路 ， 圧力

セ ン サ ーラ イ ン に ゴ ム 鉗子 が 無い こ と を確認 し血液 ポ

ン プ を 同転 させ る．気泡検知器 の ス イ ッ チ を入れ る．

　 ※ ヘ パ リ ン の ワ ン シ ョ ッ トが必要 な場合 に は指示 さ

れ た 量 を動脈側混注 ポ ートよ り注入 す る．

　4）血液流量 を徐々 に 所定 の 流量 ま で 上昇さ せ る．流

量 お よ び そ れ ぞ れ の 圧力計 を監視 し ， 安定 した ら警報
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図 9 濾液 ・置換液回路の ロ
ー

リン グ チ ュ
ーブの セ ッ トお よび全 体の 洗 浄

388

図 1 　単純血 漿交換 法の 充嗔 ・洗浄の 終了
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．L ・ド限 を セ ッ トす る．

　5） 5分間程度 ， 血液循環を させ 由L液流 量， 動 ・静脈

圧，濾加圧 が 安定 し た ら 血 漿分離 ポ ン プ を徐 々 に 回 転

さ せ，所定 の 流 量に 上昇 さ せ る．

　 ※
一一

般 的 に は 血 液流 量 は 100　ml ／min 程度，血 漿流

量 は血液流 量の 3〔〕％ 以 ドが望 ま しい が，T ．　M ．　 P．な

どを監視 し な が ら設定す る．

　 ※ 自動運転で は血 漿分離 ポ ン プ の 流量設定は 血液ポ

ン プ の 流量 の 何％ と い う 設定 に な る が ， 流量表 示 は

ml ！min で ある．

　6）治療 中 は 患者 の 状態 （血圧変動 ， 脈拍 な ど），各

Iil力計，液面 レ ベ ル （1血漿分 離器濾液 側 の 液面 も含

む），濾過液 ・置換液の 状況 な ど 多岐 に 渡 る 監視が 必 要

で あ る．

　  終 ∫

　 D 置換 液 甲：が 交換予定量 に 達 し た ら返血 を開始 す

る．

　2） ll
’
］L液，血漿分離ポ ン プ を停止 す る．オ ートス イ ッ

チ を切 る．動脈側患者接続部 の 先端 をゴ ム鉗子 で 閉止

し，患 者か ら 切 り 離 し 生食に 接続す る．

　 3）血液 ポ ン プ を回転 させ 約 1〔｝Oml の 生食 を ゆ っ く

り と注入 した 後，回路を生食か ら外 し以後 は空気で返

th1する．

　4）気泡検知器 の ス イ ッ チを切 る．空気が 静脈側チ ャ

ン バ ーま で き た ら ， 血液 ポ ン プ を停 止 し，以 後は 自然

圧 に て 返血 し終了 とす る．（回路内に血液が残 っ て い る

場合に は 静脈 ドリ ッ プ チ ャ ン バ ーよ り手前を閉回路 と

して ドリ ッ プ チ ャ ン バ ーを潰 して な る べ く多 くの 血液

を返血 す る．但し ，
こ の 時に絶対 に 患者 に 空 気 を 入 れ

て は な ら な い ！）

　 5．2　二 重膜濾過法

図 11 に 二 重膜 濾過法 の フ ロ
ーチ ャ

ー トを示す．

　  プ ラ イ ミ ン グ ・洗浄

　1）〜5） は 単純血漿交換法 と 同様 の 手技な の で省略

する．

　6） 血 漿分離器 の 濾液側 の 充填液 を排出す る．血漿採

取ラ イ ン
， 濾過圧測定 ラ イン を血漿分離器に接続す る．

血液 ポ ン プ を回転さ せ，濾液側を生食で 血漿分離器 の

lf3程 度 まで 充填 し濾過圧測定ラ イ ン を接続す る．生

食を 500　ml 〜1〜で 洗 浄 す る （図 12＞．

　 ※ 血漿分離ラ イ ン の ロ
ー

リン グチ ュ
ーブ は血漿分離

ポ ン プ に セ ッ ト し ない ．

図 11　二 重 膜濾 過法 の フ ロ
ーチ ャ

ート
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蕉

図 12　濾液 血 漿回路 と血漿成分 分離器 との 接 続

　7＞血漿分離器 の 洗浄が 終了 した ら血漿採取ラ イ ン

の チ ャ ン バ ーに 1／2程度，さらに 回路先端ま で 生食を

充填 し， 血漿成分分画器の 入 り凵 側 と 接続 す る．血漿

成分分画器 の 出口側と置換液 ・
排液 ラ イ ン を接続す る．

血液ポ ン プ を回転 させ 血漿成分分画器 の 充嗔 ・洗浄 を

彳了う　（1＊］13）．

　※ 血漿成分分画器 の 濾液側 に は キ ャ ッ プ を し て 生 食

が 濾過 さ れ な い よ う に して お く． フ ラ ッ シ ン グ操作な

ど を行 い ，血漿成分分画器内の 気泡を充分除去 す る．

　8）血漿成分分画器 の膜の内側 の 洗浄が 終了 した ら，

血漿成分分画器 の 濾液側 と濾液側 回 路 を接続 す る ．血

漿成分分画器 の 出口 側回路 を ゴム 鉗子 で 閉止 し ， 濾過

液側全体 を充填 し濾過液側上方部 よ り生食が 流出す る

ように ゴ ム 鉗子 操作を行い 濾過液側 の 洗浄 を行う．

　9）濾過液側 の 洗浄 が終了 した ら，補充液 回路を生食

に 接続 して 回路 内先端ま で充填し濾過液回路 と接続す

る．濾過液回路 も先端 ま で 充填 し た ら静脈側 ド リッ プ

チ ャ ンバ ー
の 血漿 回収 ラ イ ン と接続す る （図 14）．

　※ こ れ で 全 て の 接続 を完了 し て い る こ と を確認する．

血漿成分分画器 の 濾液側 も 1／3程度 に 充填す る．

　10）血漿分画器 の 濾過液側回路 の ロ
ーリ ン グチ ュ

ー

ブ を プ ラ ズ マ ポ ン プ に セ ッ トす る．血漿成分分 離器 の

血漿廃棄 ・補充液回路 を血漿廃棄ポ ン プ に セ ッ トす る．

390

図 15の様 に 動脈側 の 輸液 ラ イ ン か ら静脈 側先端 ま で

の 生食の 流 れ を阻害す る ゴ ム 鉗子を外す．ヘ パ リン加

生食 に 輸液ラ イ ン を 接続 し，各ポ ン プ を 回転 させ 全体

の 洗浄を行 う．

　 ※ 各 ポ ン プ の 流量 は

　　血液ポ ン プ 　100　ml ／min

　　血漿ポ ン プ 　30ml／min

　　血漿廃棄ポ ン プ　15　ml ／rr、in

を 目安 と す る．

　lD 洗浄 が 終了 した ら各ポ ン プ を停止 し ， 輸液 ラ イ

ン
， 静脈側患者接続部付近 ， 血漿回収 ライ ン を ゴ ム鉗

子 で閉止 す る．処理血漿量積算計を リセ ッ トす る （図

15）．

　  治療開始 お よ び治療中

　1）〜4） まで は単純血漿交換法 と同様に行う．

　5）5 分程度血液循環 を し，血液流量 お よ び動 ・静脈

圧 が 安定 した ら血漿分離 ポ ン プ，血 漿廃棄 ポ ン プ を

徐々 に 回転さ せ 所定 の 流量 に 上 昇 させ る．

　 ※ 各ポ ン プの 流量 は

　　血液 ポ ン プ　100ml／min 程度

　　血漿分離ポ ン プ　血液流量 の 30％以下

　　血漿廃棄 ポ ン プ　プ ラ ズ マ 流量 の 20％以 下

の 設定が望ましい ．
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図 15　二 重 膜濾過法の 充嗔 ・洗浄の 終了

　6）治療中は単純血漿交換法施行時 に 加 え血漿成分

分画器 （2 次膜）入 口 圧お よ び 血漿成分分 画器 の 状態の

監視 も重要 とな る．

　  終 了

　1）〜3＞ まで は単純血漿交換法 と同様で あ る．

　4）血 漿分離器 の 静脈側 か ら 空気が 流出 して き た ら

血液ポ ン プ を停止 し ， 血漿分 1雛器 の 静脈側付近 をゴ ム

鉗子 で 閉止す る．血漿分離器 の 濾過圧測定ラ イ ン を外

し， 血漿分離ポ ン プ
， 血漿廃棄ポ ン プ

．
を回転さ せ 血漿

分離器，血漿成分分画器 内 に 残留 し て い る血漿 を 回収

す る．

　5）血漿成分分画器排液側か ら空 気が 流出す る よ う

に な っ た ら血漿分離ポ ン プ ， 血漿廃棄ポ ン プ を停止 す

る．1血漿 回 路 ド リ ッ プ チ ャ ン バ ーの 下方 を ゴ ム鉗子 で

閉止 し，閉 止して あ っ た ドリ ッ プチ ャ ン バ ーと置換液

ラ イ ン の ク リ ッ プ を 開 く．「缸漿分離 ポ ン プ を同転 させ ，

血漿成分分画器 に 残留 し て い る 血漿を回収 する．

　 6）血漿 回収 ラ イ ン に 空気が 流出 し て き た ら血 漿分

離ポ ン プ を停止 す る．気泡検
．
知器の ス イ ッ チ を 切 り，

静脈 圧 モ ニ ターラ イ ン を外 し 以後 は 自然圧 で 回収す る．

　5．3　血漿吸着法

　血漿吸着法 の フ ロ ーチ ャ
ートを 図 16 に 示す．

　  プ ラ イ ミ ン グ ・洗浄

　1）〜6） ま で は 二 重膜濾過法 と同様 の 手技 を行 う，

　7）血漿分 離器 の 洗浄 が終了 した らlfit漿採取 ラ イ ン

の ドリ ッ プ チ ャ ン バ ー
に 1〆2程度 ， さ ら に 回路先端 ま

で充嗔 し，血漿吸 着器 の 血漿 入 冂 側 と 接続 す る （図

17）．血漿出口側 と血漿回収ラ イ ン を接続 し ， 血液ポ ン

プ を 回 転 さ せ 吸着器 の 洗浄を行 う．ブ ラ ッ シ ン グ操作

を行 い 気泡除去を充分 に行う．

　※ 吸着器 の 血漿入 冂 側 に 気泡 が 混 入 し て い る 場合 に

は 血漿分離器 と同様 に 生食 を充填 し ， 気泡 を除去 して

か ら接続す る （図 18）．

　8）吸着器の洗浄が 終了 し た ら血漿 回収 ラ イ ン と静

脈側 ドリ ッ プ チ ャ ン バ ーの 回収ラ イ ン と を接続 す る．

輸液 ラ イ ン をヘ パ リン 加生食に接続 し，プ ラ ズ マ 回路

の ロ ーリ ン グ チ ュ
ーブ を血漿分離ポ ン プ に セ ッ トす る．

血液同収 ラ イ ン の ゴ ム 鉗子 を外 し， 血液ポ ン プ と血漿

分離 ポ ン プ で 全体 の 洗浄 を行 う （図 19）．

　9） ヘ パ リ ン 加生食に て 全体の 洗浄 ・
充 填 が 終了 し

た ら 各 ポ ン プ を停止 す る．輸液ラ イ ン
， 静脈側患 者接

続部付近 をゴ ム 鉗子 で 閉 1ヒす る （図 20）．

　  治療開始 お よ び 治療中

二 重膜濾過 法と同様 の 手技，監視項 目なの で 二 重膜濾

過法 の項を参照さ れ た い ．

　  終了
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図 18　吸着器の 充墳洗浄
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　　　　　 図 19　全体の 洗浄
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図 20　血 漿吸 着法の 充嗔洗浄の 終 了

　 1）〜3） まで は、
．
重 膜濾過法 と同様の 手技で あ る．

　4）血 漿分離器 の 静脈側 か ら空気 が 流出 して き た ら

1虹漿分離器静脈側 の 回路 を ゴ ム 鉗 子 で 閉 止 し ， 血液ボ

ン プ を停止 す る．血漿分離器 の 濾過圧測定 ラ イン を外

し，「肛漿分離ボ ン プ を 回転 させ 血漿分離器，吸着器内

に 残留す る 血漿を回収す る．

　 ※ 吸着器 の 血漿 入 凵側 を ヒに し て 置 く．

　 5） 血漿 が 静脈側 ドリッ プ チ ャ ン バ ーま で き た ら血

漿分離ポ ン プ を停止 す る．気泡検知 器 の ス イ ッ チ を 切

り静脈 モ ニ ターラ イ ン を 外 し自然圧 に て 血漿 の 回収 を

行 う．

6．異常時 に おけ る対処法 ：Q ＆A

　Ql ：ロ ーラーポ ン プ の ク ラ ン プ レ バ ーは使用時に

毎回 調節の 必 要性 は ？

　 Al ： ロ ーラ ーポ ン プ の ロ
ーラーは ス プ リ ン グで 調

整す る よ う に な っ て い る．従 っ て ク ラ ン プ レ バ ー
で ス

プ リ ン グ を調節す る こ とが必 要 とな る．長期間，調節

を しな け れ ば 流量 が 不安定 に な っ た り， 「眈漿分離ボ ン

プ ・血漿廃棄ポ ン プ の 場 合 に は 躍換液 量 と排液量 の バ

ラ ツ キ に もつ な が る可能性 が あ る．

　Q2 ：DECREASE 　 UNABLE （血漿流量低 ド不能）

と は ？

　 A2 ：血 漿分 離膜 が 目詰 ま り を 起 こ し て くる と
，

FILTRATE 　 PRESS （濾過圧）が低下 し TRANS

M ．PRESS （膜 問圧力差） が ヒ昇す る．こ の 様 な時 に

溶血 を 防止 す る た め に 血漿分離 ポ ン プ ・血漿廃棄ポ ン

プ の 回 転 を徐 々 に 低下 さ せ る機能 が あ る． こ の 機能が

働 き血漿分離ポ ン プ ・血漿廃棄ポ ン プ が 停止 した と き

の 警報で あ る．こ の 警報が 発生 した ら 原因 を調査 し，

そ の 原因 を収 り除 い て 再 開す る か，「肛漿分離膜 の 目詰

ま りが 原因 の 場合 に は 血漿分離器を交換す る必要 が 生

じ る．

　 Q3 ：2nd　 FILTRATE 　 PRESS （2 次膜濾過圧）が E

昇 して くる とブ ラ ッ シ ン グ機能が作動す る が一
度 ブ ラ

ッ シ ン グ 機能 が作動す る と そ の後頻回 に 働 くよ うに 思

わ れ る が そ の 対処 法は ？

　 A3 ： ブ ラ ッ シ ン グ機能 は 2次膜濾加 圧 が 設定値 よ

り上昇 す る と 血漿廃棄ポ ン プ が 15　mYmin の 速 度 で

血漿成分分画器の 内面 を洗 い 出す と い う ノi法 で あ る が ，

高粘稠度亅flL症 な どの 初期治療の 場合 に は ブ ラ ッ シ ン グ

機能 が 頻同 に 作動す る場合が 生 じ る．　こ の よ う な 時 に

は ， 置換液回路を生食に 接続 し血漿廃棄 ポ ン プ
．
を 手 回

しす る か或 い は血 漿分離 ポ ン プ を利用 して 血漿成分分

画器 を濾過側 か ら内面 に 逆洗浄す る事 も可能 で あ る．

日本 ア フ ・； レ シ ス 学会雑誌　14巻 3号 （1995） 395

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


